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学会としては
初めて

学会の目的は学術の発展学会の目的は学術の発展

→→物理人材活用物理人材活用



なぜ、物理学会が？

・科学技術立国としての我が国の将来像

・大学との連携→学術・高等教育の将来ビジョン検討

・その基盤を担う 科学技術人材育成の立場からの検討

・アカデミアの側から長期的展望の提示する機会

・調査作業や科学技術政策検討→グローバルな構想

キャリア多様化支援
→学術及び高等教育の将来



企業？企業？

行政？行政？

教育？教育？

新領域？新領域？

科学技術人材活用の道



未知の領域へ未知の領域へ

ポスドク問題
科学技術人材活用の道は？

■学問の視野と新領域への挑戦
他学会との連携

■若者と科学者に
夢とロマンを！



本シンポジウム（第1回）

• 物理学にかける夢

• 20%ルールの意味すること

• 夢を持って新領域へ挑戦しよう

ロマンを持って新たな物理学に・・・

学会の新たな挑戦へ







中日新聞 2007年9月3日

上條隆志さん
物理のいいところは、自由と平等、自
由に、肩書きにとらわれず、お互いを
尊重しあって議論する。
教科書に書いてあるから正しいのだ
とは言わないようにしている先生・・・

愛知大学同窓会名古屋支部
古井澄子さん

愛知大学同窓会現役議員の会
での講演をしたあと、すぐにこ
の新聞のメモをノートに書きと
めて教えてくださった！



物理（科学）は国境・境界を越える

• 各分野を切り開いてきた物理学の歴史

• 国境を越えた連帯の基礎を作った歴史

• 権威や肩書きによらない共同作業

• 新分野・学問の新しい流れの創造の歴史

起源？・・・・



物理学は越境する

天体核物理学・生物物理学・プラズマ・
核融合・非線形・地球・太陽系・・・

国境を越える科学
領域を超える科学

医学物理・経済物理・情報・社会物理

・・・・・・・



２０％ルール？

20世紀はさまざまな専門領域がそれぞれ顕著
なピークを出した百年だった。21世紀には、
物質科学、情報科学・・等々が既成の領域に
横糸を通す形で壮大な織物ができるだろう。
これからの研究は過去にとらわれることなく、
自然科学はもとより、社会科学までも総合的
に俯瞰する新しいコンセプトで始めなければ
ならない。

『物理学は超越する－ゲノムへの道』

和田昭充

就職問題だけではなく、
学問全体に計り知れな
い正の効果をもたらす

と私は信じます。



『経済学は科学たりうるか』都留重人

所得（Ｙ）・消費（Ｃ）・投資（Ｉ）

「古典経済学は、道徳哲学の一面を持って誕生」
ティンベルヘン（第1回ノーベル受賞者）→規範意識

「私が願っている政治経済学は、人類の福祉を助長するよう
な科学である」サムエルソン

１ 国内の所得分配

２ 南北問題 貿易政策・投資計画・産業補助

３ 人間と自然：地球環境 資源・環境

学理物



社会物理学
物理学者の社会科学へのかかわり

• 1738 ベルヌーイ 効用関数の導入

• 1782 ラプラス 『確率の哲学的試論』

• 1835 ケトレ

経済物理学
環境物理学

Micro-Social Theory

高安さん

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%BB%E5%83%8F:Pierre-Simon_Laplace.jpg


職業開拓と連携した学問領域開拓

■医学と物理学

社会へ働きかけ

■研究対象としての生物

■学会の連携による境界領域

■２１世紀は総合科学の時代

■物理屋の好奇心を呼び起こすテーマ

１つの試み
物理・生物・医学

遠藤先生



医学物理士医学物理士
アメリカはアメリカは30003000人・日本は人・日本は300300人人

マリーキュリーマリーキュリー

放射線治療の創始者！放射線治療の創始者！

放射線医学は放射線医学は

⇔⇔生物学と物理学生物学と物理学

をつなぐ１つの分野をつなぐ１つの分野

医学物理学会との連携医学物理学会との連携

物理と生物学
の境界領域

→
今年度企画



マルチメディアを用いた教育マルチメディアを用いた教育
ＬＭＳシステム開発ＬＭＳシステム開発
教材開発・教材開発・ee--LearningLearning

物理学会員が
全国で活躍
→冬木さん



最初の企画は夢とロマン・・

ロマンを持って新たな挑戦へ・・・

・・・学会の新たな領域への挑戦・・・・

■経済物理

■医学物理

■生命科学

■情報メディア教育

まだまだある
広い世界・・・



配慮すべきこと・・・
このまま推移すると・・・

何が起こるだろうか？

科学技術の将来は？



問題のありか

・ポスドクの生活問題

・科学技術の将来

・大学・研究所の空白化

→雑用の限界量（critical point）
・若い層の科学技術離れ

ポスト増
多様化

この2つの道は
相反するか？

NO!
BOTH!



心配その1
ポスドク問題は

科学者の社会的責任を鈍らせる

なぜ多くの若い研究者が
マンハッタン計画に

参加したか？



個人の責任と社会の責任

• 個別科学

• 領域横断

• 科学組織

• 普及・教育

• 科学と社会

個人 社会



心配その2
ポスドク問題は

科学者の品格を損なう

データ捏造・ボス支配
ポストにつくため品格を失う



ミスコンダクト

データ捏造 研究費不正 論文盗用

早大事件
（2005年）

ピア・レビュー・審査制度・追試・議論

ベル研シェーン事件（2002年）

物理学は
例が少ない



心配その3
ポスドク問題は

科学の発展を損なう

競争的資金と企業の競争で
大学が空白に・・・・
若い人がいなくなる



Physics without
boundary

21世紀の科学



データに基づいた提言
どれだけわかっているか

予測と結果

日本のポスドクの全体把握
キャリア多様性の意味と科学技術計画



ＷＥＢアンケート11月7日終了

ﾎﾟｽﾄﾞｸに焦点を当てて調査

■教育的観点・心理学的観点

国立教育研究所との共同企画

■海外ﾎﾟｽﾄﾞｸにもアクセス

分析検討へ 量的予測？



ポスドク問題
科学技術人材活用の道は？

豊かな人材を・・豊かな人材を・・
多様な連携と学問の広がり多様な連携と学問の広がり

柔軟な創造性の発揮柔軟な創造性の発揮



企業？企業？

行政？行政？

教育？教育？

新領域？新領域？

ポスドク問題
科学技術人材活用の道



大学

企業研究所

企業

・ジャーナリスト
・ライター
・弁理士・弁護士
・ベンチャー
・コンサルタント
・解説員、広報
・プロジェクトマネージャー

教育分野

例示

ノンアカデミックポスト

行政 フリー 会社

アカデミックポスト

コンサル系

コミュニケーター

個性はあるが
可能性は僅少！

ニーズ拡大の可能性



ポスドク問題
科学技術人材活用の道は？

企業企業





ポスドク問題
科学技術人材活用の道は？

教育分野教育分野
現在企画中（現在企画中（33月上旬？）月上旬？）



「「教育人材養成教育人材養成：：いたくらいたくらプロジェクト（仮）プロジェクト（仮）」」

教育委員会への推薦・依頼

大学一般教育
高・中学特別指導

資格認定委員会（シニア会員＋教員）権限と任務

物理学者による物理学者による一般教育・中高科学指導員養成と職業創生一般教育・中高科学指導員養成と職業創生

教育の実績
派遣斡旋

教材データベース

物理学会からの支援

一般教育スキル獲得⇒
一般教育に必要な要素？
← 環境・情報・統計・調査・分析・知財・科学技術論

教材・授業・研究会研修会

⇒ 資格認定・検定者のサーチサイエンス・プロフェッショナルのサイエンス・プロフェッショナルの
教育現場における需要開拓教育現場における需要開拓

坂東昌子（2007．10.30）

NPOの立ち上げ



大学一般教育と中・高校理科
教材つくり
講習会・・

優れた教育人材の養成



現在企画中・・・・現在企画中・・・・
金沢大学・岡山理科大学・京都ＮＰＯ金沢大学・岡山理科大学・京都ＮＰＯ

学会での実績学会での実績

物理オリンピック・物理チャレンジ・物理オリンピック・物理チャレンジ・

学会でのジュニアセッション学会でのジュニアセッション

科学技術部門を通じて社会変革科学技術部門を通じて社会変革

科学を教えるための哲学と方法科学を教えるための哲学と方法

理科教員・理数チュートリアル理科教員・理数チュートリアル

実践的研修・教材データベース実践的研修・教材データベース

専門外教育の場の重視専門外教育の場の重視



ポスドク問題
科学技術人材活用の道は？

行政分野
これから・・



科学技術政策へ博士を！

■ 現場の声を反映できる行政へ

科学研究の創造性を発揮できる制度

■ 広い視野と専門性を政策決定の場に

長期的展望を政策計画に

■ 科学的データに基づいた調査を基本に

博士のもつ頭脳とスキルを活用



物理学会としての特別の任務
全国の研究教育機関との連携へ

• 我が国の将来像

• 科学技術人材育成の長期的展望

• アカデミア側からの具体的提言

• 我が国の学術および高等教育の将
来ビジョンを検討

• 科学技術政策への働きかけ

• 他学会・ 研究教育機関との連携

学会の特徴



おしまい

Thank you for your attention
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